
●
は
じ
め
に

地
域
統
合
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
南
米
地
域
に
お
け
る
経
済
・
政
治
面
の

動
向
を
観
察
し
て
み
る
と
、
ま
ず
通
商
面
で
の
動
き
が
目
に
付
く
。
Ｅ
Ｕ

や
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
他
の
地
域
に
比
べ
、
統
合
意
識
が
希
薄
と
さ
れ
て

き
た
南
米
だ
が
、
一
九
九
○
年
代
に
入
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
潮
流
と

も
相
俟
っ
て
域
内
の
市
場
統
合
へ
と
向
か
い
始
め
、
二
○
○
○
年
以
降
は
、

域
内
の
統
合
と
同
時
に
域
外
へ
積
極
的
に
市
場
拡
大
を
求
め
る
動
き
が
確

認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
遅
れ
た
も
の
の
、

イ
ン
フ
ラ
面
で
も
、
広
大
な
南
米
大
陸
を
物
理
的
に
結
ぼ
う
と
す
る
統
合

計
画
が
地
域
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
現
れ
、
輸
送
網
な
ど
の
整

備
促
進
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
世
界
有
数
の
天
然
資
源
保
有
地
域

で
あ
る
南
米
に
と
っ
て
戦
略
的
意
義
を
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て

は
、
今
よ
う
や
く
同
分
野
に
お
け
る
統
合
を
推
し
進
め
る
こ
と
の
重
要
性

や
必
要
性
が
南
米
全
体
で
確
認
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
も
併
せ
て
具
体

的
な
枠
組
み
や
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
る
段
階
に
進
ん
だ
ば
か
り
で
あ
る
。

翻
っ
て
政
治
面
を
見
て
み
る
と
、
二
○
○
○
年
以
降
、
南
米
の
首
脳
が

一
堂
に
会
す
る
機
会
が
頻
繁
に
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｅ
Ｕ
型
の
広

南
米
地
域
統
合

　
─
現
状
整
理
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
位
置
付
け

谷
口
恵
理

範
な
地
域
統
合
を
目
指
す
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
手
段
選
定
で
は
必
ず
し
も
足
並
み
が

揃
っ
て
い
な
い
上
、
統
合
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
国
と
、
現
在
の
域
内

情
勢
に
満
足
し
て
い
な
い
国
と
の
間
の
温
度
差
も
拭
い
き
れ
な
い
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
地
域
統
合
を
軸
に
、
特
に
昨
年
前
半
ま
で
に
見

ら
れ
た
様
々
な
動
き
に
つ
い
て
現
状
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
域
内
主
要

国
と
し
て
の
地
位
を
享
受
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
焦
点
を
当
て
、
統
合
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
同
国
の
位
置
付
け
を
、
近
隣
諸
国
と
の
関
係
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
探
る
も
の
で
あ
る
。

●
通
商
面
の
統
合

⑴
共
同
市
場
形
成
へ
の
流
れ
と
域
内
貿
易
動
向

南
米
地
域
は
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
経
済
自
由
化
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
潮
流
に
乗
っ
て
、
一
九
九
○
年
代
以
降
、
世
界
と
の
経
済
的
繋

が
り
を
強
め
て
い
っ
た
。
域
内
の
市
場
統
合
は
、
現
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｉ
（
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
統
合
連
合
）
の
前
身
で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｌ
Ｃ
（
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
自
由
貿
易
連
合
）
が
、
加
盟
国
の
経
済
・
社
会
開
発
の
た
め
の
域
内
統

合
の
推
進
と
共
同
市
場
の
形
成
を
目
的
に
一
九
六
○
年
に
創
設
さ
れ
る
な
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ど
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
新
し
い
動
き
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の

Ａ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｉ
も
未
だ
に
最
終
目
的
が
達
成
で
き
て
お
ら
ず
、
現
在
で
は
貿

易
拡
大
効
果
よ
り
も
域
内
で
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
実
践
の
た
め
の
制
度
的
枠
組
み
の

策
定
機
関
と
し
て
の
存
在
意
義
の
方
が
認
識
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

①
）。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
き
は
、
今
日
の
貿
易
自
由
化
の
上
に
成
り
立

つ
市
場
統
合
と
は
異
な
り
、
輸
入
代
替
工
業
化
を
志
向
し
た
保
護
主
義
的

な
貿
易
・
産
業
政
策
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
た
め
、
域
内
の
自
由
化
に
つ

い
て
も
そ
の
進
展
が
遅
か
っ
た
（
参
考
文
献
②
）。

域
外
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
一
九
五
○
年
代
に
採
用
さ
れ
た
輸
入
代

替
工
業
化
政
策
に
よ
る
経
済
開
発
戦
略
が
一
九
八
○
年
代
に
は
行
き
詰
ま

り
を
見
せ
た
こ
と
か
ら
、
各
国
は
対
外
貿
易
政
策
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の

国
が
貿
易
・
投
資
促
進
に
よ
り
成

長
を
獲
得
し
た
と
い
う
経
験
か
ら

も
、
国
際
市
場
参
入
に
対
す
る
域

内
の
関
心
を
押
し
上
げ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
実
際
に
、
一
九
八
○
年

代
半
ば
頃
か
ら
チ
リ
や
メ
キ
シ
コ

が
貿
易
自
由
化
に
乗
り
出
し
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
、
ペ
ル
ー
も
そ
れ
に
追
随

す
る
動
き
を
見
せ
、
一
九
九
○
年

代
は
「
開
放
さ
れ
た
地
域
主
義
」

の
幕
開
け
と
な
っ
た
（
参
考
文
献

③
、
④
）。
図
１
の
よ
う
に
、
一

九
八
五
年
時
と
二
○
○
○
年
時
の

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
平
均
輸

入
関
税
率
を
比
較
す
る
と
そ
の
差

は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
特
に
ウ
ル

グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
を
機
に
、
域

内
で
広
く
関
税
障
壁
除
去
へ
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
た
。

一
九
九
○
年
代
半
ば
以
降
（
特
に
一
九
九
四
年
の
メ
ル
コ
ス
ー
ル
発
足

以
降
）
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
諸
国
の
、
域
内
の
自
由
貿
易

圏
形
成
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
域
内
外
で
締
結
さ
れ
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
特
恵

関
税
、
経
済
補
完
協
定
な
ど
の
貿
易
協
定
は
、
現
在
ま
で
で
三
○
以
上
に

上
る
。
特
に
二
○
○
○
年
以
降
は
、
今
日
で
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
も
の

の
、
米
州
を
統
合
し
て
世
界
最
大
の
自
由
貿
易
圏
形
成
を
目
指
し
た
Ｆ
Ｔ

Ａ
Ａ
構
想
が
立
ち
上
が
り
、
ま
た
メ
ル
コ
ス
ー
ル
と
Ｅ
Ｕ
（
交
渉
は
一
九

九
九
年
に
開
始
）、
南
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
（
湾
岸
協
力
理
事

会
）、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
、
こ
れ
ま
で
限
ら
れ
た
ア
ク
セ
ス
し
か
な
か
っ

た
国
や
地
域
へ
の
接
近
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
南
米
に
と
っ
て
の
地
域
統

合
は
、
特
に
メ
ル
コ
ス
ー
ル
や
ア
ン
デ
ス
共
同
体
と
い
っ
た
既
存
の
関
税

同
盟
が
域
外
と
の
交
渉
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
う
る
こ
と

か
ら
、
各
国
の
交
渉
力
を
高
め
、
様
々
な
国
や
地
域
と
の
通
商
機
会
獲
得

の
余
地
を
生
む
と
い
う
利
点
の
た
め
に
（
参
考
文
献
④
、
⑤
）、
競
争
力

に
乏
し
い
小
国
や
国
内
産
業
へ
の
打
撃
は
度
外
視
で
き
な
い
に
し
て
も
、

お
お
む
ね
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
動
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｉ
内
の
貿
易
動
向
を
以
下
の
図
で
見
て
い
く
と
、
ま

ず
、
図
２
か
ら
は
、
こ
の
一
○
年
の
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｉ
諸
国
の
輸
出
が
、
一
次

産
品
、
製
造
品
と
も
順
調
に
伸
び
て
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
Ａ

Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｉ
諸
国
の
域
内
貿
易
シ
ェ
ア
を
見
る
と
（
図
３
、
４
）、
大
方
の

国
の
域
内
輸
入
比
率
が
一
九
八
○
年
当
時
か
ら
は
増
え
て
お
り
、
市
場
開

放
の
効
果
が
実
際
の
貿
易
に
反
映
さ
れ
た
と
の
読
み
方
も
で
き
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
域
内
大
国
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
メ
キ
シ
コ
を
加
え
た
域
内
平
均
で

み
る
と
、
輸
出
入
と
も
二
○
○
五
年
値
で
一
六
〜
一
八
％
と
、
現
在
の
域

内
貿
易
は
決
し
て
活
発
と
は
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
を
他
地
域
と

比
べ
て
み
る
と
、
Ｅ
Ｕ
で
は
四
二
％
、
貿
易
協
定
数
が
南
米
よ
り
少
な
い

東
ア
ジ
ア
で
も
一
八
％
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑥
）。
こ
の
こ
と
は
、
地
理

的
に
北
米
に
属
し
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
一
員
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
の
域
内
貿
易
参

加
率
が
低
い
こ
と
と
、
域
内
大
国
で
あ
り
メ
ル
コ
ス
ー
ル
加
盟
国
で
あ
る

ブ
ラ
ジ
ル
の
対
域
内
貿
易
シ
ェ
ア
が
現
在
ま
で
低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
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図 1　各国の平均輸入関税率

（出所）IDB, Integration and Trade in the Americas-Fiscal Impact 
of Trade Liberalization in the Americas, Periodic Note January 
2004, Washington, D.C.: Inter-American Development Bank, 
2004, pp.10-11.
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図 2　ALADI 諸国の総輸出額推移（単位：億ドル、FOB）

（出所）ECLAC, Statistical Yearbook for Latin America and the Caribbean ,Santiago :ECLAC, 2006, 
pp.188-189.

（注）キューバを除く。。
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こ
と
に
よ
る
。
な
お
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
対
メ
ル
コ
ス
ー
ル
貿
易
比
率
は
、
二

○
○
五
年
値
で
輸
出
入
と
も
総
貿
易
の
一
○
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
ま
た

主
要
貿
易
相
手
国
も
、
多
い
順
に
Ｅ
Ｕ
、
米
国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
あ
り
、

第
三
位
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
二
○
○
七
年
中
に
は
そ
の
座
が
中
国
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

⑵
共
同
市
場
形
成
へ
の
障
壁

他
方
で
、
一
九
九
○
年
代
以
後
の
市
場
統
合
へ
向
け
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
自
体
に
対
し
て
は
、
評
価
は
賛
否
両
論
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル

国
内
で
も
最
近
話
題
に
上
る
こ
と
の
多
い
メ
ル
コ
ス
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
域
内
問
題
の
顕
在
化
を
理
由
に
、
本
来
の
経
済
・
通
商
的
な
意
味

合
い
が
ま
す
ま
す
形
骸
化
し
、
政
治
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
て
い
る
と
の
批
判
的

指
摘
も
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
一
方
で
、
二
○
○
二
年
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
通

貨
危
機
を
受
け
て
停
滞
し
た
域
内
貿
易
の
昨
今
の
力
強
い
回
復
な
ど
の
貿

易
活
性
化
が
、
評
価
材
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
地
域
統
合
の
深
化
に
は
、
①
非
関
税
障
壁
、
②
完
全
な
る

関
税
同
盟
形
成
の
失
敗
、
③
不
十
分
な
域
内
イ
ン
フ
ラ
、
④
組
織
面
の
脆

弱
性
、
⑤
不
完
全
な
構
造
改
革
、
⑥
マ
ク
ロ
経
済
政
策
や
税
制
度
の
各
国

間
で
の
調
整
が
不
十
分
、
⑦
域
内
格
差
是
正
の
た
め
の
社
会
経
済
開
発
促

進
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
不
在
、
⑧
域
外
輸
出
へ
の
障
壁
、
と
い
っ
た
諸
点
が
障

害
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
メ
ル
コ
ス
ー
ル
内
を
中
心

に
調
整
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
構
造
的
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
た
め
、

中
長
期
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

●
イ
ン
フ
ラ
統
合

南
米
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
統
合
は
、
市
場
統
合
の
流
れ
か
ら
は
や
や
出

遅
れ
た
観
が
あ
っ
た
も
の
の
、
広
大
な
大
陸
を
物
理
的
に
結
び
輸
送
網
を

整
備
す
る
と
い
う
動
き
が
、
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（Iniciativa para a Integração 

R
egional Sul-A

m
ericana

）
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
図
５
で
イ
ン
フ
ラ
分
野
へ
の
投
資
状
況
を
み
る
と
、
南
米
の

イ
ン
フ
ラ
投
資
は
「
失
わ
れ
た
一
○
年
」
の
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
急

速
に
低
下
し
、
そ
の
後
官
民
合
わ
せ
て
も
よ
う
や
く
二
％
台
を
推
移
し
て

い
る
程
度
で
あ
り
、
域
内
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
投
資
は
積
極
的
に
行
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
と
言
え
る
（
た
だ
し
、
世
銀
調
べ
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
民
間
部
門
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
は
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
で
マ
レ
ー
シ
ア

の
二
・
九
％
に
次
い
で
途
上
国
中
第
二
位
〔
一
・
九
％
〕。
詳
細
は
参
考

文
献
⑦
）。
イ
ン
フ
ラ
へ
の
決
定
的
な
投
資
不
足
は
、
脆
弱
な
域
内
の
イ

ン
フ
ラ
状
況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
と
と
も
に
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
低
下
も
招
き
、
特
に
陸
上
・
水
上
運
輸
網
の
未
整
備
は
、
域
内
貿
易
へ

も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
。
広
大
な
南
米
の
自
由
貿
易
圏
拡
張
へ

の
著
し
い
動
き
と
は
対
照
的
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
た
輸
送
コ
ス
ト

削
減
へ
の
取
り
組
み
は
消
極
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
に
対
し
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
と
っ
て
は
、
貿
易
協
定
を
深
化
・
拡
大
さ
せ
る
よ
り

も
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の
よ
う
な
積
極
的
な
輸
送
網
整
備
を
通
じ
た
運
輸
コ
ス
ト

削
減
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
の
方
が
大
き
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、M

oreira

（
参
考
文
献
⑥
）
は
、
域
内
貿
易
の
低
迷
を
指
摘
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
や
ア
ン
デ
ス
共
同
体
な
ど
既
存
の

ブ
ロ
ッ
ク
の
制
度
的
な
不
完
全
性
の
他
、
域
内
の
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
を

そ
の
要
因
と
し
て
強
調
し
た
。
そ
の
上
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
事
例
に
様
々
な

関
連
デ
ー
タ
を
援
用
し
な
が
ら
、
特
に
メ
ル
コ
ス
ー
ル
各
国
か
ら
の
輸
入

額
に
占
め
る
輸
送
コ
ス
ト
の
比
率
が
輸
入
関
税
に
よ
る
収
益
の
比
率
よ
り

も
高
い
こ
と
を
挙
げ
、
脆
弱
な
輸
送
イ
ン
フ
ラ
が
貿
易
コ
ス
ト
を
吊
り
上

げ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

⑴
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ａ
概
要

Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ａ
は
、
二
○
○
○
年
に
当
時
の
カ
ル
ド
ー
ゾ
・
ブ
ラ
ジ
ル
大

統
領
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
南
米
全
一
二
カ
国
（
仏
領
ギ
ア
ナ
を
除
く
）

を
包
含
し
、
各
国
政
府
、
民
間
セ
ク
タ
ー
、
国
際
機
関
（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
、
Ｃ
Ａ

Ｆ
＝
ア
ン
デ
ス
開
発
公
社
）、
Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ａ
（
ラ
プ
ラ
タ
川
開
発

基
金
）、
市
民
社
会
の
参
画
に
よ
っ
て
多
様
な
イ
ン
フ
ラ
計
画
の
実
現
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
二
国
間
や
サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル

5.00

4.50

4.00

3.50

3.00

2.50

2.00

1.50

1.00

0.50

0.00

（％）

合計 公共部門 民間部門

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001

図 5　南米におけるインフラ投資のGDP比率

（出所）Maurício Mesquita Moreira, IIRSA Economic Fandamentals, 
Washington, D.C: Inter-American Developmet Bank, 2006, p.5.

（注）電力、陸上運輸、通信、水路網整備。。
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分析リポート

に
お
け
る
道
路
網
や
鉄
道
網
な
ど
の
域
内
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
整
備
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
三
一
件
（
総
額
三
○
〜
六
四
億
ド
ル
）
の
案
件
が
成

立
し
て
い
る
。
域
内
の
運
輸
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
通
信
部
門
の
統
合
・
開
発

促
進
を
目
指
す
一
○
の
開
発
軸
（eixo de integração

）
が
設
け
ら
れ
（
そ

れ
ぞ
れ
の
開
発
軸
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
開
発
地
帯
に
細
分
化
さ
れ
る
。

詳
細
は
参
考
文
献
⑧
）、
八
分
野
に
ま
た
が
る
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
、
各
分
野
へ
の
各
国
の
投
資
計
画
の
強
化
と
各
国
間
の
協
力
関
係
の

促
進
、
各
分
野
の
規
定
枠
組
み
の
標
準
化
、
海
上
輸
送
、
保
険
、
保
管
倉

庫
な
ど
運
輸
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
充
実
な
ど
が
企
図
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
④
お
よ
び
⑥
）。
三
一
件
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
ず
れ
も
二
○
一
○

年
の
完
了
が
目
指
さ
れ
て
い
る
が
、
実
施
中
な
い
し
完
了
案
件
は
全
件
中

僅
か
一
○
件
で
あ
り
、
事
前
調
査
や
事
業
実
施
者
の
選
定
な
ど
準
備
段
階

の
も
の
が
多
い
。

⑵
ブ
ラ
ジ
ル
関
連
案
件

Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の
三
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
参
加
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
単
独
、
二
国
間
、
サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
の
案
件
を
含

め
九
件
あ
る
。
事
業
形
態
や
資
金
源
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
＝Parcerias Pública-Privadas

。
こ
れ
ま
で
公
的
機
関
が
請
け
負
っ

て
い
た
、
輸
送
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
建
設
工
事
、
お
よ
び
完
成
後
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
民
間
資
金
に
よ
っ
て
行
う
。
一
般
的
な
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

異
な
り
、
政
府
が
資
金
面
で
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
を
つ
け
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ネ

ア
ー
の
利
益
を
確
保
す
る
）、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
な
ど
国
際
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
、

連
邦
政
府
や
州
政
府
予
算
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
資
金
の
拠
出
元
さ
え
確

定
し
て
い
な
い
案
件
も
あ
る
。
二
○
○
七
年
六
月
現
在
に
お
い
て
、
完
成

済
み
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ペ
ル
ー
と
ブ
ラ
ジ
ル
を
結
ぶ
ア
ク
レ
川
へ
の
橋

梁
事
業
の
み
で
、
よ
う
や
く
サ
ン
タ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
州
と
リ
オ
・
グ
ラ
ン

デ
・
ド
・
ス
ル
州
を
繋
ぐ
国
道
Ｂ
Ｒ
│

一
○
一
（
メ
ル
コ
ス
ー
ル
街
道
）

の
二
車
線
拡
張
工
事
が
着
手
さ
れ
た
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

予
算
企
画
省
の
話
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
、
単
独
案
件
や
二
国

間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投
じ
る
予
算
の
不
足
よ
り
も
、
環
境
配
慮
上
の
制
約

や
、
実
施
地
域
が
先
住
民
の
居
住
地
域
と
重
な
っ
て
い
る
な
ど
の
社
会
的

理
由
で
、
工
事
許
可
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
障
害
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。

他
方
で
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
予
算
不
足
に
つ
い
て
は
、
第
二
期
ル
ー

ラ
政
権
で
策
定
さ
れ
た
「
成
長
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
に
、
Ｉ

Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の
ブ
ラ
ジ
ル
参
加
事
業
も
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
Ｐ
Ａ

Ｃ
で
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
議
会
承
認
を
経
て
法
令
化
さ
れ
れ
ば
、
予
算

拠
出
の
縛
り
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス

ム
ー
ズ
な
実
施
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
予
算
企
画
省
国
内
イ
ン
フ
ラ
整
備

担
当
官
へ
の
聴
き
取
り
。
二
○
○
七
年
五
月
二
八
日
実
施
）。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
合

⑴
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
獲
得

二
○
○
七
年
四
月
一
六
日
か
ら
一
七
日
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
マ
ル
ガ
リ
ー

タ
島
に
て
第
一
回
南
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
南
米
各

国
の
首
脳
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
大
臣
ら
が
集
結
し
、「
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
南
米
の
貧
困
削
減
へ
の
寄
与
を
前
提

と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
合
を
推
進
す
る
こ
と
が
ま
ず
確
認
さ
れ
、
そ
の
た

め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

発
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
エ
タ
ノ
ー
ル
を
は
じ
め
と

す
る
バ
イ
オ
燃
料
生
産
と
域
内
へ
の
普
及
に
つ
い
て
も
、
当
初
こ
れ
を
批

判
し
て
い
た
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ
議
長
や
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ャ
ベ
ス
大

統
領
が
、
南
米
地
域
に
お
け
る
戦
略
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
と
の
意
見
表

明
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
参
加
国
間
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
が
可
能
と

な
っ
た
。

ま
た
同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
を
構
成
員
と
す
る

「
南
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
理
事
会
」（C

onselho E
nergético da A

m
érica do 

Sul
）が
組
織
さ
れ
、
同
理
事
会
を
今
後
の
南
米
戦
略
の
骨
子
、
行
動
計
画
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
定
な
ど
を
協
議
す
る
場
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
は
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
は
「
天
然
ガ
ス
版

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
」（O

ppegasul

）
の
創
設
と
い
う
野
心
的
な
構
想
を
提
示
し
て

い
た
が
、
賛
同
を
得
ら
れ
ず
今
サ
ミ
ッ
ト
で
は
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
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南米地域統合─現状整理とブラジルの位置付け

⑵
ブ
ラ
ジ
ル
の
役
割

ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
重
点
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
は
、
対
南
米
外
交
戦
略
に
お
い
て
も
重
要
性
が
極
め
て
高
く
、
ボ
リ
ビ

ア
な
ど
天
然
ガ
ス
保
有
国
と
の
関
係
に
お
い
て
も
微
妙
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

と
り
わ
け
ブ
ラ
ジ
ル
の
南
東
部
か
ら
南
部
地
域
が
ボ
リ
ビ
ア
の
天
然
ガ
ス

に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
た
め
、
二
○
○
六
年
五
月
の
ボ
リ
ビ
ア
の
炭
化

水
素
資
源
国
有
化
宣
言
を
契
機
に
、
同
国
と
の
政
治
的
関
係
が
悪
化
す
る

と
と
も
に
、
ボ
リ
ビ
ア
の
技
術
水
準
の
低
さ
に
よ
る
供
給
不
安
の
問
題
が

顕
在
化
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
こ
れ
ら
の
事
態
に
対
応
す
べ
く
、
天
然
ガ
ス

へ
の
依
存
を
低
減
す
る
た
め
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ど
代
替
燃
料
の
開

発
を
進
め
る
こ
と
、
液
化
天
然
ガ
ス
の
輸
入
促
進
、
国
内
油
田
・
ガ
ス
田

の
開
発
を
早
め
る
こ
と
な
ど
の
方
策
を
採
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
代
替
燃
料
へ
世
界
的
な
注
目
が
高

ま
る
中
、
同
分
野
に
お
け
る
先
駆
者
で
も
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
欧
米
な
ど

先
進
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
中
米
、
イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途
上
国

と
も
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
の
連
携
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は

世
界
第
一
位
の
エ
タ
ノ
ー
ル
輸
出
国
ま
た
生
産
国
と
し
て
は
第
二
位
で
あ

り
、
バ
イ
オ
燃
料
の
開
発
・
生
産
に
関
し
て
は
国
際
社
会
で
も
高
い
競
争

力
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
強
み
を
生
か
し
、
南
米
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
統
合
に
お
い
て
も
大
き
な
貢
献
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
現
に
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
や
エ
ク
ア
ド
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
チ
リ
な
ど
近

隣
諸
国
と
の
二
国
間
協
定
を
通
じ
て
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
の
精
製
施
設
設

置
や
共
同
開
発
、
バ
イ
オ
燃
料
開
発
・
生
産
支
援
、
輸
出
促
進
と
い
っ
た

協
力
関
係
を
強
化
し
て
い
る
。
エ
タ
ノ
ー
ル
や
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の

普
及
に
は
南
米
の
大
半
の
国
が
大
き
な
関
心
を
示
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル

も
こ
う
し
た
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
中
米
・
カ
リ
ブ
諸
国
も
含
め
た
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
の
国
々
と
広
く
バ
イ
オ
燃
料
生
産
や
開
発
を
進
め
る
姿
勢
で

あ
る
。
次
回
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
サ
ミ
ッ
ト
で
の
提
出
を
目
指
し
て
策
定
中
で

あ
る
行
動
計
画
も
、
バ
イ
オ
燃
料
に
重
点
が
置
か
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
、

豊
富
な
経
験
と
精
錬
さ
れ
た
技
術
を
持
つ
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

●
統
合
へ
向
け
た
政
治
・
組
織
面
の
動
向

⑴
南
米
共
同
体
／
南
米
諸
国
連
合

南
米
統
合
の
基
本
枠
組
み
で
あ
り
域
内
一
二
カ
国
が
包
含
さ
れ
た
南
米

共
同
体
（C

om
unidade Sul- A

m
ericana das N

ações

）
は
、
二
○
○
○

年
の
第
一
回
南
米
サ
ミ
ッ
ト
に
て
、
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ａ
同
様
、
カ
ル
ド
ー
ゾ
・

ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
（
当
時
）
に
よ
り
そ
の
構
想
が
提
唱
さ
れ
、
二
○
○
四

年
の
第
三
回
南
米
サ
ミ
ッ
ト
の
場
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二

○
○
五
年
九
月
に
第
一
回
目
の
南
米
共
同
体
サ
ミ
ッ
ト
が
構
想
提
唱
地
の

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
、
二
○
○
六
年
末
に
ボ
リ
ビ
ア
で
第
二
回
サ
ミ

ッ
ト
が
、
二
○
○
七
年
に
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
て
第
三
回
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

予
定
で
あ
る
。
な
お
、「
南
米
共
同
体
」
と
い
う
名
称
は
、
前
出
の
第
一

回
南
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
が
訴
え

て
い
た
「
南
米
諸
国
連
合
」（ U

nião das N
ações Sul-A

m
ericanas

）
へ

改
称
さ
れ
た
。

以
下
図
６
の
よ
う
に
、
南
米
に
お
け
る
地
域
統
合
は
、
こ
の
南
米
諸
国

連
合
と
い
う
政
治
的
枠
組
み
に
沿
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
市
場
統
合
へ
の
取

り
組
み
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
イ
ン
フ
ラ
統
合
な
ど
経
済
の
戦
略
的
分

野
の
統
合
を
目
指
す
格
好
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
統
合
の

た
め
に
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
新
た
な
試
み
を
ツ
ー
ル
と
し
て
用
い

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
経
済
面
の
動
向
に

伴
い
、
政
治
面
の
統
合
の
成
熟
を
促
す
動
き
も
活
発
に
見
ら
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
型
の
統
合
を
目
指
し
て
い
る
と
さ
れ
る
南
米
統
合
で
は
、
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
な
機
関
や
制
度
を
確
立
す
べ
く
、
後
述
す
る
南
米
銀
行
、
南
米
大
学
、

南
米
テ
レ
ビ
放
送
、
そ
し
て
統
一
通
貨
の
発
行
な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が

投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。

⑵
南
米
銀
行

①
経
緯

こ
こ
で
、
南
米
統
合
へ
向
け
た
政
治
的
動
向
の
中
で
も
昨
今
特
に
注
目
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さ
れ
て
い
る
「
南
米
銀
行
」（B

anco do Sul

）
を
取
り
上
げ
る
（
な
お
、

二
○
○
七
年
一
二
月
、
下
記
六
カ
国
に
よ
り
、
南
米
銀
行
創
設
憲
章
が
調

印
さ
れ
た
）。
南
米
銀
行
は
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
が
数
年
前
か
ら
そ
の
創

設
を
主
張
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ボ
リ
ビ
ア
が
こ
の

ア
イ
デ
ア
に
賛
同
し
て
以
来
、
急
速
に
発
足
準
備
の
段
階
へ
と
進
み
、
現

在
で
は
域
内
の
首
脳
・
閣
僚
レ
ベ
ル
で
取
り
扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
。
提
唱
者
の
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
は
、
世
銀
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
米
国
に
牛

耳
ら
れ
た
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
か
ら
一
線
を
画
す
と
と
も
に
、
南
米
銀
行

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
手
中
に
収
め
る
こ
と
に
よ
り
域
内
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
獲

得
を
目
論
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
最
近
、
同
大
統
領
が
世
銀
と
Ｉ
Ｍ

Ｆ
か
ら
脱
退
意
思
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
南
米
内
で
の
代
替
機
関
創
設
へ

の
自
信
を
窺
わ
せ
る
出
来
事
と
も
言
え
る
。

二
○
○
七
年
五
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
六
カ
国
（
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ボ

リ
ビ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
）

の
経
済
・
財
務
担
当
閣
僚
会
合
で
は
、
南
米
銀
行
の
創
設
を
優
先
事
項
と

す
る
こ
と
や
、
他
の
開
発
銀
行
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
南
米
銀
行
加

盟
国
は
そ
の
拠
出
額
の
大
き
さ
に
か
か
わ
ら
ず
平
等
に
一
票
ず
つ
の
議
決

権
を
有
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
資
本
の
調
達
方
法
や
貸
付

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
銀
行
の
機
能
や
運
営
方
法
は
未
だ
明
確
に
規
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
創
設
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
。

②
ブ
ラ
ジ
ル
の
立
場

南
米
銀
行
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
当
初
、
Ｃ
Ａ
Ｆ
や
Ｉ
Ｄ

Ｂ
な
ど
既
存
の
機
関
を
活
用
す
べ
き
と
の
立
場
に
あ
り
、
南
米
銀
行
の
参

加
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
○
○
七
年
五
月
三

日
に
エ
ク
ア
ド
ル
で
開
催
さ
れ
た
南
米
の
経
済
・
財
務
担
当
大
臣
会
合
の

場
で
は
、
一
転
し
て
パ
ラ
グ
ア
イ
、
エ
ク
ア
ド
ル
と
共
に
南
米
銀
行
創
設

へ
の
意
志
を
表
明
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
参
加
し
た
マ
ン
テ
ガ
蔵
相
は
、

そ
れ
ま
で
の
消
極
的
・
批
判
的
態
度
を
軟
化
さ
せ
、
南
米
銀
行
創
設
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
地
域
統
合
に
と
っ
て
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
の
考

え
を
示
し
た
上
、
長
期
的
に
は
域
内
の
統
一
通
貨
を
発
行
す
る
可
能
性
に

ま
で
言
及
す
る
な
ど
、
新
た
な
金
融
機
関
創
設
に
前
向
き
な
態
度
を
示
し

た
（O

 E
stado de São P

au
lo, 3 de m

aio 2007

）。

筆
者
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
有
力
経
済
紙
、Valor E

con
ôm

ico

紙
の
記
者

か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
（Valor E

con
ôm

ico

紙
、
記
者
へ
の

聴
き
取
り
。
二
○
○
七
年
五
月
九
日
実
施
）、
南
米
銀
行
創
設
に
お
い
て

ブ
ラ
ジ
ル
の
態
度
が
変
化
し
た
背
景
に
は
、
南
米
銀
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
得
て
域
内
で
の
リ
ー
ダ
ー
的
地
位
も
獲
得
し
よ
う
と
す
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
「
独
り
勝
ち
」
を
防
ぐ
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
南
米
の
主

要
国
が
参
加
す
る
広
大
な
構
想
に
ブ
ラ
ジ
ル
が
背
を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
、

図 6　南米における�域��南米における�域��

エネルギー・インフラ
統合促進

市場統合加速化政治対話深化

《南米諸国連合》
南米地域統合統一通貨

南米銀行、基金

メルコスール、CAN
ALADI（FTAA?）

IIRSA
OPPEGAS
南米エネルギー理事会

首脳会合
（南米諸国連合、
メルコスール…）

南米大学、南米ＴV…

アジ研ワールド・トレンド No.149（2008．2）─ 40



南米地域統合─現状整理とブラジルの位置付け

域
内
で
孤
立
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

ブ
ラ
ジ
ル
が
機
能
増
強
の
た
め
に
二
億
ド
ル
の
拠
出
を
申
し
入
れ
て
い
た

既
存
機
関
で
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
、
こ
れ
ま
で
各
国
政
府
の
干
渉
を
受
け
ず
、

近
年
は
地
域
金
融
機
関
と
し
て
の
役
割
を
高
め
て
い
る
た
め
、
各
国
か
ら

の
指
示
や
介
入
が
強
ま
り
、
独
立
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
オ
フ
ァ
ー
を
遠
ざ
け
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
南
米
銀
行
創
設
を
改
め
て
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

事
情
が
窺
え
る
が
、
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
同
国
は
創
設
を
目
指
す
六

カ
国
グ
ル
ー
プ
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
積
極
的
参
加

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
各
国
一
票
ず
つ
の
投
票
権
に
つ
い
て
も
、

参
加
国
中
で
最
大
の
拠
出
金
を
負
担
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル

は
こ
れ
を
不
服
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
南
米
銀
行
の
運
営
方
法
な

ど
詳
細
を
規
定
し
て
い
く
過
程
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
望
む
よ
う
な
形
へ
誘
導

し
て
い
き
た
い
と
の
思
惑
を
抱
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
決
定
に
国
内
の
反
応
は
批
判
的
で
あ
り
、
現
在
構
想

さ
れ
て
い
る
地
域
金
融
機
関
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
は
得
る
も
の
よ
り

も
失
う
も
の
の
方
が
大
き
い
と
い
う
の
が
概
ね
一
致
し
た
意
見
で
あ
る
。

実
際
に
、
近
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
や
対
外
リ
ス

ク
に
対
す
る
脆
弱
性
が
改
善
す
る
と
と
も
に
、
海
外
の
資
本
マ
ー
ケ
ッ
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
っ
て
お
り
、
南
米
の
た
め
の
金
融
機
関
は
ブ

ラ
ジ
ル
に
は
必
要
な
い
と
の
声
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
南
米
銀
行
の
機
構
、

機
能
、
運
営
方
法
な
ど
が
不
明
な
中
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
思
惑
と
は
対

照
的
に
、
現
実
に
は
Ｉ
Ｄ
Ｂ
よ
り
貸
付
利
子
が
高
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
や
、
ボ
リ
ビ
ア
や
エ
ク
ア
ド
ル
の
国
際
的
な
信
用
が
低
い
こ
と

な
ど
種
々
の
事
情
に
よ
り
、
南
米
銀
行
が
仮
に
創
設
に
至
っ
て
も
、
運
営

の
行
き
詰
り
と
破
綻
を
招
く
と
の
懸
念
も
尽
き
な
い
。
国
内
で
は
、「
南

米
銀
行
は
、
投
資
家
の
信
用
の
な
い
国
々
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ブ
ラ

ジ
ル
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
」、「
チ
ャ
ベ
ス
の
関
心
を
盛
り
上
げ
る
の
で

は
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
イ
ン
フ
ラ
、
教
育
、
保
健
・
衛
生
な
ど
社
会
開
発
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
黒
字
増
の
た
め
に
投
資
す
べ
き
」（O

 E
stado de São 

P
au

lo, 13 de m
aio 2007

）、「
ブ
ラ
ジ
ル
国
民
の
税
金
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
に

還
元
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
独
裁
者
の
誇
大
妄
想
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て

は
な
ら
な
い
」（Jorn

al do B
rasil, 22 de m

aio 2007

）
と
い
っ
た
手
厳

し
い
評
価
も
あ
り
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
外
交
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
状

態
を
危
惧
す
る
声
が
多
い
。

⑶
ブ
ラ
ジ
ル
の
対
南
米
諸
国
関
係

現
在
の
南
米
で
は
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
や
南
米
首
脳
会
合
、
南
米
諸
国
連

合
（
旧
南
米
共
同
体
）
と
い
っ
た
域
内
の
首
脳
や
外
相
、
経
済
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
主
要
分
野
の
大
臣
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
が
頻
繁
に
設
け
ら
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
を
巻
き
込
ん
だ
激
し
い
や
り
取
り
が
し
ば
し
ば
交
わ
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
二
○
○
六
年
末
の
ボ
リ
ビ
ア
で
の
第
二
回
南
米
共
同
体

サ
ミ
ッ
ト
の
場
で
は
、
南
米
共
同
体
や
メ
ル
コ
ス
ー
ル
の
統
合
の
進
捗
状

況
に
批
判
的
発
言
を
繰
り
返
し
た
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
と
そ
れ
に
反
駁
す
る

ル
ー
ラ
大
統
領
と
の
議
論
の
応
酬
が
展
開
さ
れ
、
南
米
共
同
体
や
Ｉ
Ｉ
Ｒ

Ｓ
Ａ
構
想
を
打
ち
立
て
統
合
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
と

そ
の
他
諸
国
と
の
間
の
温
度
差
が
露
呈
し
た
（O

 E
stado de São P

au
lo, 

9-10 de dezem
bro 2006

）。

最
近
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
も
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
言
動
が
取
り
沙
汰
さ

れ
る
機
会
は
増
え
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
や
有
識
者
が
「
独
裁
者
」
と
称
し

て
憚
ら
な
い
同
大
統
領
と
ル
ー
ラ
大
統
領
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
次
の

よ
う
な
見
方
が
あ
る
。

ま
ず
、
双
方
が
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
基
づ
い
た
外
交
政
策
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
、
域
内
外
に
対
す
る
戦
略
上
か
ら
互
い
を
必
要
と
し
合
っ
て

お
り
関
係
悪
化
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
、
な
ど
の
理
由
か
ら
、
主
導
権
や

覇
権
争
い
を
演
じ
る
用
意
は
双
方
と
も
に
な
い
と
す
る
意
見
や
、
両
国
は

対
照
的
な
対
米
関
係
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
互
い
が
「
選
択
肢
の
違

い
」
を
理
解
し
て
い
る
た
め
干
渉
し
合
う
こ
と
は
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
関
係
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
も
の
で
は
な
い
と
の
指
摘
な
ど
、
総

じ
て
楽
観
的
な
見
方
で
あ
る
。
ま
た
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
積
極
外
交
を
前
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
南
米
に
お
け
る
影
響
力
低
下
が
し
ば
し
ば
危
惧
さ
れ
る
こ
と

に
対
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
そ
も
そ
も
際
立
っ
た
影
響
力
を
有
し
て
い
た
わ
け
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で
は
な
く
、
ル
ー
ラ
大
統
領
に
と
っ
て
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が
ブ
ラ
ジ
ル
の

国
益
を
損
な
う
よ
う
な
動
き
に
出
る
こ
と
の
方
が
脅
威
で
あ
る
と
い
う
捉

え
方
も
あ
る
。

他
方
で
、
両
者
は
互
い
の
存
在
を
意
識
し
合
っ
て
お
り
、
特
に
ル
ー
ラ

大
統
領
は
、
自
身
が
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
動
き
を
監
視
し
統
制
し
て
い
る

と
欧
米
に
見
せ
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
南
米
の
リ
ー
ダ
ー
だ
と
い
う
対

外
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
維
持
す
る
意
図
が
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
そ
し

て
、
ル
ー
ラ
大
統
領
自
身
も
そ
う
し
た
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

充
分
認
識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
メ
ル
コ
ス
ー
ル
に
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
行
動
を
抑
制
し
、
時
に
は
公
然
と
批
判
す
る
こ
と
に

よ
り
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
印
象
を
払
拭
す
る
こ
と

を
試
み
て
い
る
と
見
る
向
き
も
あ
る
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
大
学
国
際
関
係
学
部

教
授
ら
、
前
出Valor E

con
ôm

ico

記
者
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
工
業
連
盟

〔
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
〕
国
際
貿
易
部
へ
の
聴
き
取
り
。
二
○
○
七
年
四
月
〜
五

月
実
施
）。

こ
こ
数
年
の
両
国
の
外
交
関
係
は
対
立
・
協
調
路
線
が
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
、
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
い
。
最
近
で
は
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
が
ブ

ラ
ジ
ル
上
院
を
「
米
国
議
会
の
言
う
こ
と
を
繰
り
返
す
ば
か
り
の
オ
ウ

ム
」
と
批
判
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
外
務
省
は
非
難
声
明
を
も

っ
て
反
発
し
、
ア
モ
リ
ン
外
相
は
「
今
後
の
二
国
間
関
係
へ
の
影
響
を
憂

慮
す
る
」、
ル
ー
ラ
大
統
領
も
「
各
人
が
自
分
の
言
葉
に
責
任
を
持
た
ね

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
述
べ
、
不
快
感
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
の
民
放
テ
レ
ビ
局
の
放
映
権
更
新
を
政
府
が
行
わ
ず
放
送
を
打
ち
切
っ

た
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
議
会
上
院
が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
政
府
は
更
新
を
行
う
べ

き
と
の
動
議
を
採
択
し
た
こ
と
に
対
す
る
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
発
言
に
端

を
発
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
議
会
野
党
の
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
（
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
民
主
党
）
と
Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
民
主
党
）
は
、
こ
の
発
言
が

撤
回
さ
れ
な
い
限
り
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
メ
ル
コ
ス
ー
ル
加
盟
承
認
を
阻
止

す
る
旨
決
定
し
た
。

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
特
に
メ
ル
コ
ス
ー
ル
域
内
で
盛
ん
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
域
内
格
差
を
め
ぐ
っ
て
も
そ
の
責
任
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
図
７
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
対
南
米
貿
易
は
、
ボ

リ
ビ
ア
を
除
い
た
全
て
の
国
に
お
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
側
の
輸
出
超
で
あ
り
、

昨
年
の
対
南
米
貿
易
で
は
貿
易
総
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
一
○
○
億

ド
ル
を
超
え
る
貿
易
黒
字
を
計
上
し
た
。
個
別
に
見
て
み
る
と
、
経
済
的

に
ブ
ラ
ジ
ル
に
次
ぐ
大
国
で
あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
の
輸

出
超
が
目
立
つ
も
の
の
、
経
済
的
小
国
で
貿
易
取
引
額
も
小
規
模
で
あ
る

パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ペ
ル
ー
へ
の
打
撃
も
大
き
く
、
メ
ル
コ
ス

ー
ル
加
盟
国
で
あ
る
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
か
ら
貿
易
不
均
衡
の
是

正
を
求
め
る
声
が
強
く
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
ル
ー
ラ
大
統
領
や
ア
モ
リ
ン
外
相
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の

経
済
格
差
を
認
め
、
大
国
が
小
国
に
対
し
て
寛
容
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
訴
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
不
均
衡
是
正
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
。
さ
ら
に
、
パ
ラ
グ
ア
イ
・
ウ
ル
グ
ア
イ
向

け
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
実
施
（
二
○
○
六
年
一
二
月
一
四
日
〜
一
五
日
の

共
同
市
場
審
議
会
で
、
当
時
議
長
国
の
ブ
ラ
ジ
ル
が
提
案
し
た
も
の
。
具

体
的
に
は
、
域
内
の
懸
案
事
項
で
あ
る
対
外
共
通
関
税
の
二
重
徴
収
撤
廃
、

原
産
地
規
則
の
緩
和
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
反
対

を
受
け
、
結
局
承
認
に
は
至
ら
な
か
っ
た
）
を
提
案
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら

の
国
々
の
不
満
解
消
と
ブ
ロ
ッ
ク
分
裂
の
回
避
に
努
め
よ
う
と
の
行
動
を

起
こ
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
対
南
米
輸
入
促
進
を
目
指
し

て
近
隣
諸
国
へ
の
通
商
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派
遣
を
増
や
し
、
現
在
ブ
ラ
ジ
ル

が
域
外
か
ら
調
達
し
て
い
る
製
品
を
域
内
か
ら
の
輸
入
に
シ
フ
ト
す
る
と

い
う
目
標
を
定
め
て
い
る
。

●
お
わ
り
に
─
今
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
を
展
望
し
て

以
上
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
南
米
で
は
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
一

九
九
○
年
代
に
か
け
て
、
共
同
市
場
形
成
を
通
じ
た
地
域
統
合
と
い
う
意

識
が
萌
芽
し
、
そ
れ
が
二
○
○
○
年
以
降
に
開
花
し
多
分
野
に
わ
た
る
具

体
的
な
政
治
・
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
域
内
に
広
く
張
り
巡
ら
さ
れ

た
。
自
由
貿
易
圏
拡
張
や
関
税
同
盟
の
完
成
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
多
様
で

持
続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
の
開
発
な
ど
、
地
域
全
体
に
ま
た
が
る
壮

120
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0

-20
アルゼンチン

パラグアイ
ウルグアイ

ベネズエラ
チリ ボリビア

ペルー
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エクアドル

輸出 輸入 収支

図 7　2006 年ブラジルの対南米貿易（単位：億ドル）

（出所）ブラジル開発商工省��ブサ�ト（���.mdic.��ブサ�ト（���.mdic.（���.mdic.
gov.br）。2007 年 6 月 1 日����。）。2007 年 6 月 1 日����。2007 年 6 月 1 日����。����。
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大
な
計
画
は
、
各
国
の
利
害
関
心
を
満
た
す
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、

今
後
も
粛
々
と
そ
の
実
施
に
向
か
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
ペ
ー
ス
は
、
各
国
お
よ
び

そ
の
関
係
に
お
け
る
政
治
的
緊
張
や
経
済
危
機
な
ど
の
要
因
に
左
右
さ
れ

る
可
能
性
も
は
ら
ん
で
い
る
。
特
に
、
近
年
の
左
派
政
権
の
台
頭
と
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
政
治
の
再
来
や
、
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
揺
り
戻
し
に
よ
る

域
内
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
不
安
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
見
ら
れ
た
民
主
主
義

の
傾
き
の
兆
し
、
昨
今
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ボ
リ

ビ
ア
と
の
波
打
つ
二
国
間
関
係
と
い
う
今
日
の
様
相
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

の
政
治
的
意
思
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
要
す
る
地
域
統
合
に
と
っ
て
は
、

少
な
か
ら
ず
懸
案
事
項
と
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
中
、
域
内
大
国
で
あ
り
政
治
・
制
度
面
の
民
主
主
義
が
定
着

し
た
ブ
ラ
ジ
ル
へ
は
、
域
内
安
定
を
図
り
南
米
統
合
を
推
し
進
め
る
リ
ー

ダ
ー
的
役
割
が
期
待
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
近
隣
諸
国
か
ら
は
、
特
に
イ

ン
フ
ラ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
規
模
事
業
を
推
進
す
る
原
動
力
と
の
評
価
を

得
て
い
る
半
面
、
言
葉
ば
か
り
で
行
動
力
に
欠
け
る
と
の
見
方
が
優
勢
で

あ
り
、
そ
れ
が
同
国
に
対
す
る
信
用
低
下
、
ひ
い
て
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
低
下
の
一
因
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
「
ノ
ー
」
と
言
わ
な

い
こ
と
で
域
内
リ
ー
ダ
ー
た
る
地
位
を
繋
ぎ
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
（O

 

E
stado de São P

au
lo, 5 de m

aio 2007

）
と
の
見
方
や
、
チ
ャ
ベ
ス
と
の

関
係
維
持
は
マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
と
い
う
こ
と
に
よ
う
や
く
気
付
い
た
ブ
ラ

ジ
ル
は
、
干
渉
主
義
に
走
る
こ
と
な
く
う
ま
く
距
離
を
保
ち
な
が
ら
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
（O

 E
stado de São 

P
au

lo,10 de junho 2007

）
と
の
展
望
は
、
的
を
射
た
も
の
で
あ
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
同
じ
よ
う
に
域
内
有
力
国
で
あ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
や
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
と
は
異
な
り
、
南
米
地
域
に
留
ま
ら
ず
欧
米
先
進
諸
国
と
の
関

係
緊
密
化
と
途
上
国
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
国
際
社
会
に
お
け
る

地
位
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
域
内
外
か
ら
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
期
待
を
意
識
し
つ
つ
も
、
に
わ
か
に
波
立
っ
て
き
た
南

米
の
中
で
の
舵
取
り
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
よ
う
な
覇
権
獲
得
の
た
め
の
外
交
路
線
は
踏
ま
な
い
ブ
ラ
ジ

ル
は
、
実
益
を
見
据
え
、
そ
こ
に
他
国
へ
の
配
慮
を
何
と
か
重
ね
合
わ
せ

な
が
ら
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
維
持
を
図
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

（
た
に
ぐ
ち　

え
り
／
国
際
協
力
銀
行
）
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